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　提案のとおり取り組む 事業に係る予算額 平成２３年度 平成２４年度

　提案のようには取り組めない（１０へ）

　提案とは違う改革改善に取り組む（１１へ） 千円 千円
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１０ 提案のように取り組めない理由

市内の小中学校に図書館補助員を配置し、学校図書館の充実を図る。

新学習指導要領　第1章　総則　第4　指導計画の作成に当たって配慮すべき事項　（１１）
東京都第二次子供読書推進計画
あきる野市教育基本計画　重点施策「子ども読書活動の推進」

配置時間や配置日数の増を望む声が多い。

学校図書館の活用や読書量の増加に向けて、中央図書館と学校の情報交換や学校図書館見学会、研修会を実施している。
23年度は外部講師を招聘し、「情報ファイルの組織化と作成」をテーマに研修会を実施するとともに、各学校図書館の工夫改
善の実践事例をまとめた情報交換資料集を作成し、司書教諭や図書館支援員の資質向上に資する。

事業費の削減余地の検討

　事業を一定期間休止する

　事業を民間に委託する

１２ 総合判定（ヒヤリング後に事務局が記入）

地域住民、保護者、図書館ボランティアと協働して取組む方策を検討し、図書館補助員の配置時間や日数を縮減する。

学校図書館について、平成２１年度議会答弁にある中央図書館との連携をさらに進めながら、市民との協働の取組を検討し、
図書館補助員については、司書教諭の補助という観点から必要最小限の配置時間と日数に縮減する。

１１ 提案とは違う改革改善の内容（取組内容とその効果・予算額等）

７ 事務局からの提案

８ 提案理由

９ 提案に対する担当課の取組

新学習指導要領では「学校図書館を計画的に利用し、児童・生徒の学習活動や読書活動の充実を図る」ことが示され、東京
都は「第二次子供読書推進計画」を策定し読書活動を推進している。本市教育委員会においても、重点施策の一つとして「子
どもの読書活動の推進」を掲げている。指導室では図書館補助員を配置し、司書教諭兼務の教諭を支援するとともに、平成２
１年度より中央図書館と連携した研修等を実施して学校図書館の活性化を図り、児童・生徒の読書量や図書館利用の増加に
努め、成果を上げてきた。今後も子供の図書館活用や主体的な学習活動の推進のため、現状の事務事業費の維持を希望す
る。

　事業を廃止する

　他の事業と統合する

  【今後の方向性】

　規模を縮小して継続する

　現状維持のまま継続する

　事務処理方法等を改善する

  図書館ボランティア等の活用方法については、引き続き検討することとし、当面は、
現状維持のまま事業を継続する。なお、図書館補助員の業務内容については、学校
間で違うということがないようにし、図書館補助員の役割を明確にする。

６ 事務事業の方向性（改革改善に係る担当課への指示等）

学校図書館に人が配置されていないことにより、活性化せず、充実した読書活動等がおこなわれない状況にあり、大きな課題
であった。　また、近年児童･生徒の基礎学力の低下があり、その向上の方策として読書があげられるようになった。

５ ２２年度の実績及び２３年度の改革改善内容

３ 事務事業を取り巻く環境（対象者や根拠法令等）の変化等

４ 市民、議会、事業者、利害関係者等からの意見・要望等

２ 事業概要


